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■ 測量行政懇談会とは
　測量行政懇談会（以下「懇談会」という。）は、
国土地理院長の私的諮問機関として、国土地理
院が所掌する測量行政の的確な推進に資するた
めに、国土地理院長の諮問に応じて測量行政に
関する重要事項を調査検討するとともに、重要
事項に関し、国土地理院長に意見を述べるため
に設置された機関です。

 
懇談会の様子（ウェブ会議）

■ 第27回測量行政懇談会

　懇談会では、浅
あ さ み

見泰
や す し

司委員長（東京大学大学
院教授）の進行の下、まず初めに、国土地理院
から「地理空間情報活用推進基本計画（第4期）
の策定状況」について報告しました。地理空間
情報活用推進基本計画の検討体制、検討スケ
ジュールに続き、計画の全体指針のほか、具体
的に取り組むべき施策として、「自然災害・環
境問題への対応」、「産業・経済の活性化」、「豊
かな暮らしの実現」、「地理空間情報基盤の継続
的な整備・充実」及び「地理空間情報の整備と
活用を促進するための総合的な施策」を説明し
ました。
　次に、国土地理院から「政策レビューの評価
結果（案）」を説明しました。政策レビューは
国土交通省の政策課題として重要なもののう
ち、特定のテーマについて深く掘り下げ分析を
行い、様々な観点から総合的に評価するもので

す。評価結果はその後の政策に反映させること
としています。令和3年度、国土地理院は「地
理空間情報の整備、提供、活用」というテーマ
で政策レビューを実施しており、その評価結果
について報告し、了承を得ました。
　続いて、国土地理院から、現行の基本測量に
関する長期計画が令和5年度末をもって期間が
満了するため、「次期基本測量長期計画の策定
に向けた検討」を開始する旨を説明しました。
各委員の専門分野から、次期長期計画の策定検
討に先立ち、「今後10年程度先の社会を見据え、
長期的に測量行政はどうあるべきか」等につい
て、アドバイスやご意見等を多数頂戴しました。
　引き続き、国土地理院から、平成29年から31
年に測量行政懇談会に設置された「地理教育支
援検討部会」報告書を踏まえた取組について説
明しました。平成31年3月にまとめられた同報
告書で提示された6つの「重点的に取組むべき
地理教育支援策」と4つの「地理教育支援の進
め方」それぞれについて3年間の取組内容と成
果を報告しました。委員からは、小中高と段階
を追って地理的な能力を培うようなコンテンツ
の作成や、地理教育支援と測量に携わる人材育
成策との連携など提案を頂き、高等学校で「地
理総合」が必修化される令和４年度以降も継続
して地理教育支援を進めるべきとの進言を頂き
ました。
　最後に、国土地理院から最近の取組として、

「「国家座標の認証にかかる指針」の公開」等を
報告しました。

　第27回測量行政懇談会の詳細については国土
地理院 HP をご覧ください。
https ://www.gsi .go . jp/seisakuchousei/
seisakuchousei41037.html

（総務部）

第27回測量行政懇談会を開催

　3月9日、第27回測量行政懇談会をウェブ会議で開催しました。
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 5 月の主な行事予定

https://www.gsi.go.jp/

　3 月の報道発表

　報道の内容は、国土地理院ホームページ>2022年 報道発表資料
（https://www.gsi.go.jp/WNEW/PRESS-RELEASE/press-2022.html）をご覧ください。

4 日 第 27 回測量行政懇談会開催 総務部

8 日 令和 4 年 2 月の地殻変動 測地観測センター
地理地殻活動研究センター

22 日 ワンクリックで湖沼の水深が分かります
～地理院地図に新機能が追加～ 応用地理部

28 日 全国の主要な地形がワンクリックでわかります
～災害リスク把握に役立つ「地形分類」を更に充実させました～ 応用地理部

　「自然災害伝承碑     」ウェブ地図「地理院地図」公開数　　令和4年3月29日現在

　詳細については、自然災害伝承碑のページ（https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi）をご覧ください。
［市区町村の担当者の皆様へ］自然災害伝承碑に関する当院への情報提供にご協力をお願いいたします。

　行事については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
中止又は延期となる場合があります。

47　　都道府県 399　　市区町村 1345　　基

3/23 ～ 6/26 企画展「緯度経度  世界共通の正確な「ものさし」へ
　　　  ─世界測地系導入から 20 年─」

5/16 第 235 回地震予知連絡会

国土地理院広報は、
国土地理院ホームページ＞広報誌＞国土地理院広報

（https://www.gsi.go.jp/WNEW/koohou/）に掲載しています。
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（１）伝承碑の掲載希望についての連絡（市区町村→地理院）
※国土地理院からの申請書類等の提供

（２）伝承碑 掲載申請書（様式1）の作成

（３）伝承碑 申請調書（様式2）の作成

（４）伝承碑 掲載推薦書（様式3）の作成
※必須ではありません

（５）現地写真の準備

（６）写真データ等の利用許諾（様式 1別紙）の作成

（７）申請書類及び写真データの提出

（８）提出物の確認

（９）伝承碑の地図掲載

地理院地図
アイコン

地図記号
（https://www.gsi.go.jp/common/000235746.pdf ）をご覧ください。
 様式や手続きの詳細は「自然災害伝承碑に係る調査業務 実施の手引き 第3版（令和3年10月）」

自然災害伝承碑の申請の流れ
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